
 

  

研究内容： TbNi2Si2 の磁気構造と磁化過程 

 

希土類と遷移金属の金属間化合物である TbNi2Si2 は TrCr2Si2 型(I4/mmm) の結晶構造をとる．低温では (1 1 0)

面が強磁性的配列となる軸性のフェロ構造であり，飽和磁化が 8.8 μB /f.u. となる多段階磁化過程が現れる． 

4.2K における中性子回折実験から中間相の磁気構造モデルを想定し，この磁気構造を解明するために，波数に依

存する分子場定数を用いた分子場近似で電子間相互作用を扱い，結晶場を考慮した自由エネルギーの計算により各

相の磁気構造を決定し，多段階磁化過程を計算により再現した． 

波数ごとの分子場定数の値は，各相の転移磁場・転移温度について計算値と実験における値とが一致するようにし

て決定し，これらの値に基づき磁気構造相図を作成した．低温での相混相領域については，新たな中間相の導入を検

討中である． 
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技術相談 

提供可能技術： 

・コンピュータによる理工学現象のシミュレーション技法 

・数値解析 

・ 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

TbNi2Si2 の結晶構造
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TbNi2Si2の中性子回折実験（4.2 K）
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Toru Shigeoka et al., J. Phys. Soc. Jpn. 61, (1992) 4559-4565 

TbNi2Si2 の磁化過程
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計算により再現したH-T 相図

0

10

20

30

40

50

0 5 10 15
T (K)

H
 (

 k
O

e 
)

I

VIV

III

II

F

T
t
=7.9K

T
N

=14.6 K

Ⅵ

 


